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第5回 通常総会第5回 通常総会

鈴木副会長開会の挨拶町田副会長閉会の挨拶

◎
平
成
二
十
七
年
度

　

会
員
増
強
功
労
者
表
彰（
東
法
連
表
彰
）

	

理　
　

事　

藤
島		

秀
憲		

藤
島
建
設（
株
）

	

理　
　

事　

出
竹					

潔	

（
有
）出
竹
塗
装

	

副
地
区
長　

加
藤					

茂	

（
有
）立
見
屋
酒
店

◎
平
成
二
十
七
年
度
会
員
増
強
及
び

　

そ
の
他
功
労
者
表
彰

	

第
二
支
部　
（
前
）理
事

	
	

（
故
）中
内	

正
隆	

（
株
）中
内
開
発

	

第
三
支
部　

理　

事

	
	

小
川		

登
朗	

（
有
）小
川
写
真
館

	

第
四
支
部	

副
地
区
長

	
	

野
田		

兼
惟	 	

（
有
）野
田
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

	

第
五
支
部　

理　

事

	
	

陳
尾		

友
行	 	

友
尾
興
産（
有
）

	

第
六
支
部　

理　

事

	
	

横
山		

龍
子	

（
株
）横
山
技
建

	

第
七
支
部　
（
前
）常
任
理
事

	
	

（
故
）小
西	

武
雄	

（
株
）コ
ニ
シ

	
	

町
田		

万
樹	 	

大
同
生
命
保
険（
株
）

	

女
性
部　

常
任
理
事

	
	

金
山		

仁
子	 	

（
株
）太
平
建
設

	

青
年
部　

常
任
理
事

	
	

坂
口	

亀
一
郎	

（
株
）若
杉
工
務
店

	

源
泉
部　

副
部
会
長

	
	

浅
井	

洋
一
郎	

（
株
）佃
屋

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

◎
平
成
二
十
七
年
度

　

東
京
都
知
事
税
務
功
労
者
表
彰

	
	

理　

		

事　

阿
部		

財
智	

東
財
建
設（
株
）

◎
平
成
二
十
八
年
度

	

全
法
連
功
労
者
表
彰
（
全
法
連
表
彰
）

	

副	

会	

長	

町
田					

勇	

町
田
商
事（
株
）

	

監　
　

事　

荒
木		

幸
夫	

京
北
産
業（
株
）

◎
平
成
二
十
八
年
度

　

永
年
勤
続
役
職
員
功
労
者
表
彰

　
（
東
法
連
表
彰
）

	

常
任
理
事　

本
橋		

義
雄	

	

山
義
食
品
工
業（
株
）

	

常
任
理
事　

井
口		

博
一	

（
有
）い
ぐ
ち

	

常
任
理
事　

小
澤		

英
雄	

（
有
）小
澤
商
事

第
二
支
部　

長
谷
川		

隆
夫	

長
谷
川
運
送（
株
）　

新
任

　

平
成
二
十
八
年	

通
常
総
会
で
の
受
彰
者

　
【
第
三
号
議
案
】	

理
事
補
充
承
認
の
件

　平成２８年６月８日（水）練馬勤労福祉会館に於いて第５回通常
総会が開催され、木村練馬西税務署長他、多くのご来賓及び会員
のご出席を頂きました。
　総会は、始めに平成２７年度事業・収支決算報告及び監査報告
の件について審議され承認されました。つづいて理事の補充の件
について承認されました。
　その後、２８年度の事業計画・収支予算について報告がありました。
第二部として感謝状・記念品の贈呈、ご来賓からのご祝辞を頂き
ました。
　第三部懇談会では、前川練馬区長等のご祝辞を頂いた後、来賓
と会員との和やかな懇談の場となり、約１８０名の方々が参加され
ました。木村練馬西税務署長の挨拶

西沢練馬都税事務所長の挨拶

会員増強及びその他功労者表彰東京都・全法連・永年勤続役職員・会員増強功労者の皆様

髙橋会長の挨拶

本
日
は
、
公
益
社
団
法
人
練
馬
西
法
人
会
第
五
回
通
常
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
こ
の
よ
う
に
沢
山
の
皆
様
に
ご
参
会
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
中
で
も
ご
多
用
の
中
、
練
馬
西
税
務
署
長　

木
村
恭
一
様
、
東
京
都
練
馬

都
税
事
務
所
長　

西
沢
潤
様
を
始
め
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
列
席
戴
き
、
重
ね
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
が
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
早
く
も
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成

二
十
七
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
十
一
名
の
理
事
役
員
が
一
丸
と
な
っ
て

行
い
、
一
定
の
成
果
を
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業

計
画
に
つ
き
ま
し
て
も
、
二
年
目
を
迎
え
る
我
々
理
事
役
員
が
昨
年
の
経
験
を
礎
に
更
な

る
成
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。

し
か
し
、
練
馬
西
法
人
会
に
は
、
大
き
な
懸
案
事
項
も
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
会
員
数

の
減
少
と
い
う
問
題
で
す
。
私
た
ち
練
馬
西
法
人
会
は
、
平
成
二
年
練
馬
法
人
会
か
ら
東

西
に
分
離
し
、
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
創
立
時
の
会
員
数
は
、
三
千
二
百
二
十
五
社
で
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
会
員
数
は
平
成
十
四
年
四
千
社
を
超
え
る
会
員
数
を
ピ
ー
ク
に
、
年
々
減

少
を
辿
り
、
公
益
社
団
法
人
に
移
行
し
た
平
成
二
十
四
年
、
会
員
数
は
、
二
千
四
百
社
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
公
益
社
団
法
人
と
な
っ
て
丸
四
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
会
員
数
の
減

少
は
、
下
げ
止
ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
本
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
会
員
数
は
、
実
に

二
千
二
十
六
社
で
す
。
ピ
ー
ク
時
の
半
減
で
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

私
た
ち
練
馬
西
法
人
会
の
増
強
活
動
は
、
組
織
委
員
会
の
専
任
事
項
と
し
て
、
各
支
部

の
支
部
長
、
役
員
さ
ん
が
毎
年
十
月
、
十
一
月
の
二
か
月
間
、
一
生
懸
命
、
新
し
い
会
員
の

入
会
の
勧
奨
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
退
会
者
数
が
そ
れ
を
上
回
り
、
毎

年
、
会
員
が
減
少
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

い
か
に
、
退
会
者
数
を
減
ら
す
の
か
、
そ
し
て
法
人
会
の
活
動
に
ご
理
解
を
頂
き
入
会

頂
け
る
新
入
会
員
を
ど
れ
だ
け
増
や
せ
る
か
、
私
達
は
問
題
点
を
追
及
し
、
対
策
を
立
て

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
こ
数
年
の
う
ち
に
会
員
数
を
純
増
さ
せ
る
体

制
を
構
築
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
、
我
々
会
員
が
会

員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
練
馬
西
法
人
会
が
魅
力
あ
る
法
人
会
と
し
て
再
出
発
す

る
第
一
歩
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
も
練
馬
西
法
人
会
理
事
役
員
は
勿
論
で
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
も
会
の
現
状

を
ご
理
解
頂
き
、
練
馬
西
法
人
会
一
致
団
結
し
対
応
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
と
し
て
、
練
馬
西
法
人
会
が
ま
す
ま
す
発
展
し
、
本
日
ご
参
会
の
皆
様
の
ご
事
業

の
益
々
の
繁
栄
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

第
五
回
通
常
総
会
会
長
挨
拶

公
益
社
団
法
人	

練
馬
西
法
人
会	

会
長	

髙
橋	

利
充	

第 5 回 通常総会開催

記念品贈呈

イータ君登場

代表として感謝状贈呈
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平成27年度収支決算書及び
平成28年度収支予算書 平成28年度事業計画

本 部 事 業
9月15日（木）

１１月７日（月）

平成29年1月２５日（水）

勤労福祉会館

大泉学園ゆめりあホール

ホテルカデンツァ光が丘

役員合同研修会

税務合同研修会

賀詞交歓会

源 泉 部 会 事 業

６月１６日（木）

８月２６日（金）税制委員会との合同研修会

９月２８日（水）

１０月２７日（木）

１１月２日（水）

平成２９年２月２日（木）

練馬西税務署

勤労福祉会館

勤労福祉会館

野外研修（未定）

練馬西税務署

勤労福祉会館

研修会

同 好 会

１０月７日（金）美里ロイヤルゴルフクラブｺﾞﾙﾌ同好会 地域交流ﾁｬﾘﾃｨｺﾞﾙﾌ大会

協 賛 事 業
８月２３日（火）～１１月１５日（火）（計１３回）

１１月８日（火）午前・午後

１１月１０日（木）午後

１１月１５日（火）午後

法人会 会議室

大泉学園ゆめりあホール

関区民ホール

石神井公園 区民交流センター

簿記3級研修会

年末調整説明会

支 部 事 業
１０月１３日（木）

１０月１３日（木）

１０月5日（水）

７月２８日（木）

１０月１３日（木）

９月１６日（金）

平成29年2月予定

勤労福祉会館

勤労福祉会館

東京都民銀行 上石神井支店

東京信用金庫 武蔵関支店

勤労福祉会館

西武信用金庫　大泉支店

大泉地域集会所

1支部研修会

2支部研修会

3支部研修会

4支部研修会

5支部研修会

6支部研修会

7支部研修会

１０月19日（水）

平成２９年２月予定

勤労福祉会館

勤労福祉会館

秋季研修会

新春研修会

女 性 部 会 事 業

青 年 部 会 事 業
7月3日（日）

１１月～平成２9年３月

１１月１１日（金）

そなエリア・スカイツリー

区内小学校

練馬西税務署駐車場内

野外研修会

租税教室

献血大会

平成 28 年度 事業計画

新春賀詞交歓会

簿記研修会

地域交流チャリティゴルフ大会

支部研修会

女性部会秋季研修会

青年部会租税教室

野外研修会

２．事業活動支出

（1）公益目的事業

（2）収益事業等 

（3）管理費

経常費用計（Ｂ）

当期経常増減額（A)－（Ｂ)

22,450,640

11,344,303

4,808,799

38,603,742

1,563,958

24,206,428

11,766,347

4,899,557

40,872,332

399,868

-1,755,788

-422,044

-90,758

-2,268,590

-1,164,090

２．事業活動支出

（1）税知識の普及を目的とする事業

（2）納税意識の高揚を目的とする事業

（3）税制・税務に関する調査研究、提言目的事業

（4）地域企業の健全な発展に資する事業

（5）地域社会への貢献を目的とする事業

（6）会員の福利厚生等に資する事業

（7）会員の交流等に資する事業

（8）管理費

事業活動支出計

事業活動収支差額

9,177,664

5,945,589

1,679,173

2,639,534

3,492,310

1,183,407

9,241,732

4,899,557

40,872,332

399,868

8,943,946

5,777,386

1,997,569

2,651,819

3,510,738

1,121,349

10,875,313

4,092,910

38,971,030

-872,710

233,718

168,203

-318,396

-12,285

-18,428

62,058

-1,633,581

806,647

1,901,302

1,272,578

予算額科　　目 決算額 　差　　額 摘　　要

１．事業活動収入

（1）基本財産運用益

（2）特定資産運用益

（3）受取会費

（4）事業収益

（5）受取補助金等

（6）受取負担金

（7）雑収益

経常収益計

0

2,500

21,533,000

3,142,500

10,894,700

4,549,500

1,150,000

41,272,200

0

1,434

20,699,250

4,542,035

9,983,683

665,678

2,206,240

38,098,320

0

1,066

833,750

-1,399,535

911,017

3,883,822

-1,056,240

3,173,880

科　　目 H28年度予算 H27年度予算 差　　額 摘　　要

（1）特定資産運用益

（2）受取会費

（3）事業収益

（4）受取補助金等

（5）雑収益

経常収益計（Ａ）

1,500

20,550,000

7,140,000

12,026,200

450,000

40,167,700

2,500

21,533,000

7,692,000

10,894,700

1,150,000

41,272,200

-1,000

-983,000

-552,000

1,131,500

-700,000

-1,104,500

平成２７年度　収支決算書

平成２8年度　収支予算書

自　平成２７年 ４月 １ 日
至　平成２８年 ３月３１日（単位：円）

自　平成２８年 ４月 １ 日
至　平成２９年 ３月３１日（単位：円）経常増減の部

事業活動収支の部
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税務署からのお知らせ税務署からのお知らせ

練馬西税務署（新旧）幹部職員名簿

新幹部職員紹介

上園　義久
法人1統括官

池田　誠
 副署長

五殿　三記
総務課長補佐

小川　峰夫
署 長

柳沢　司
法人3統括官

職　　名

木村　恭一

谷口　義弘

柳田　啓市

大平　省二

堀内　清治

武富　　靖

福永　祥二

土田　陽子

花房　聡子

小川　峰夫

池田　　誠

柳田　啓市

五殿　三記

上園　義久

武富　　靖

柳沢　　司

土田　陽子

花房　聡子

個人特官

訟務官室
室長補佐

　

総務課長補佐

東京派遣
監察官補

調査第43部門
主査

　

ご勇退

局 総務部

留　任

練馬東

麹　町

留　任

退　職

留　任

留　任

税務相談室
主任相談官

　

個人1 連絡調整官

法人　特官

（再任用）
目黒　法人

氏　名 氏　名前　任　地 転　出　先

平成28年7月10日発令

署　　　　長 

副　  署  　長

総  務  課  長

総務課長補佐

法人1統括官

法人2統括官

法人3統括官

法人1上席（審理）

法人1上席（源泉）

横浜中

局 課税第一部

留　任

江東西

国税庁

留　任

局 調査第四部

留　任

留　任

新　任　者 前　任　者

平　日 9時30分～20時00分
土日祝 9時30分～17時30分（年末年始12月29日～1月3日を除く）

（マイナンバー）

練馬西税務署からのお知らせ

　e-Taxで申告書及び申請・届出書データを送信する際に、別途、郵送などで書面により提出する必要
があった添付書類について、イメージデータにより送信することができるようになりました。
イメージデータで送信可能な添付書類は、出資関係図や収用証明書などです。イメージデータで送信
可能な具体的な添付書類名や留意事項などの詳細については、

① イメージデータで送信

　税務・会計ソフトで作成した法人税申告の財務諸表及び勘定科目内訳明細書データが、e-Taxで受信可
能なデータ形式(XBRL又はXML形式)で作成されていない場合、別途、郵便などで書面による提出が必
要でしたが、国税庁が定めたファイル形式(CSV形式)のデータであれば、e-Taxで受信可能なデータ形式
に変換し、e-Taxに送信することができるようになりました。

② 財務諸表及び勘定科目内訳明細書データをe-Tax送信

マイナンバー制度の詳細やお問い合わせは
マイナンバー（社会保障・税番号）制度の最新情報やお問合せ

国税に関するマイナンバー制度（法人番号を含む）の最新情報

添付書類の提出が便利になりました

◉e-Taxの利用可能時間 (時期により変更・延長する場合があります)
　月曜日～金曜日　8時30分～24時 (祝日等及び12月29日～1月3日を除きます)

◉e-Tax・作成コーナヘルプデスク (時期により延長する場合があります)
　ナビダイヤル（全国一律しない通話料金）　0570-01-5901
　月曜日～金曜日　9時～17時 (祝日等及び12月29日～1月3日を除きます)

◉詳しくは、e-Taxホームページ （WWW.e-Tax.nta.go.jp） をご覧ください。

■内閣官房「社会保障・税番号制度」ホームページ
　http://www.cas.go.jp/seisaku/bangoseido/index/html

■マイナンバー総合フリーダイヤル 0120-95-0178

■国税庁ホームページのトップにある　　　　　　　　　　をクリック
　http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm

■国税庁法人番号公表サイト（http://www/houjin-bangou.nta.go.jp）では、
　法人等の3情報（①名称、②所在地、③法人番号）の検索・閲覧などができます。

■最新情報は随時更新しますので、それぞれのお知らせコーナーをご覧ください。 国税局・税務署

e-taxホームページ「添付書類のイメージデータによる提出について」

WWW.e-Tax.nta.go.jp/imagedata/imagedata1.htm  でご確認ください。



89 練馬西法人会情報誌  第103号　夏号練馬西法人会情報誌  第103号　夏号

社長さんこんにちは社長さんこんにちは

ビ
ル
用
、工

場
、産
業
用

途
ま
で
さ

ま
ざ
ま
な

空
調
設
備

の
設
計
・

施
工
・
修

理
・
保
守

を
提
供
さ

せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

目
に
見
え
な
い
空
気
を
操
り
温
度
や
湿
度
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、い
か
に
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
快

適
な
空
間
環
境
に
対
応
す
る
べ
く
様
々
な
提
案
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
は
勿
論
の
こ
と
、ま
た
最
近
は
省
エ

ネ
、節
電
の
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

　

お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
ど
れ
だ
け
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

に
繋
が
る
か
提
案
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
が
生
活
す
る
に
あ
た
っ
て
必
須
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
と
は
電
気
、ガ
ス
、水
道
、電
話
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
環
境
問
題
が
世
界
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
近

年
、地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
？
昔
で
は
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、ま
た
連
続
猛
暑
日

や
熱
帯
夜
に
よ
る
熱
中
症
患
者
の
増
加
な
ど
を
み
る

と
、昨
今
で
は
“
空
調
”も
生
活
す
る
為
に
は
、な
く

て
は
な
ら
な
い
必
須
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
だ
と
私
は

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
住
ま
い
は
勿
論
の
こ
と
、職
場
等
、快
適

な
空
間
づ
く
り
を
目
指
し
今
ま
で
以
上
、技
術
と
感
性

に
磨
き
を
か
け
、人
と
人
と
の
繋
が
り
に
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
精
進
し
た
い
所
存
で
す
。

　

今
後
も
、な
お
一
層
の
お
引
き
立
て
と
ご
用
命
を

た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

エ
コ
の
時
代
へ
向
け
て
先
進
の
技
術
と
共
に

　

私
共
は
、昭
和
三
十
九
年
「
進
和
電
気
商
工
」と
し

て
創
業
い
た
し
ま
し
た
。平
成
十
四
年
に
法
人
登
記
を

行
い
、平
成
二
十
一
年
「
株
式
会
社
進
和
電
気
」に
称

号
を
変
更
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

創
業
し
ま
し
た
先
代
は
、電
気
工
事
だ
け
で
な
く
、

お
客
様
に
相
談
さ
れ

れ
ば
お
客
様
の
要
望

に
か
な
っ
た
収
納
や

棚
を
は
じ
め
、壁
紙

張
替
、水
回
り
の
修

理
交
換
等
、ど
ん
な

ご
依
頼
に
も
真
摯
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま

し
た
。共
に
働
い
て

い
た
私
は
、お
客
様

か
ら
数
多
く
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た

こ
と
を
記
憶
し
て
お

り
ま
す
。お
客
様
か
ら
の
“
あ
り
が
と
う
”の
言
葉
は

な
ん
と
も
誇
ら
し
く
嬉
し
い
も
の
で
す
。私
も
先
代
に

恥
じ
な
い
よ
う
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
、我
が
社
は
一
般
住
宅
か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

集
合
住
宅
の
電
気
設
備
に
お
け
る
設
計
及
び
施
工
を

中
心
と
し
、近
年
で
は
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
改
修
や
照
明
の

L
E
D
化
、エ
ア
コ
ン
の
改
修
等
、様
々
な
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
に
対
応
で
き
る
会
社
へ
と
成
長
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

昨
今
の
電
気
業
界
は
、環
境
・
省
エ
ネ
と
い
っ
た
様
々

な
問
題
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。弊
社
は
、そ
の
よ
う
な
問

題
に
対
応
し
得
る
最
新
の
設
備
を
取
り
入
れ
、そ
れ
を

施
工
す
る
技
術
に
磨
き
を
か
け
、皆
様
に
快
適
で
安
全

な
暮
ら
し
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
、社
員
一
丸
と

な
っ
て
日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
一
層
の
御
愛
顧
を
受
け
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

快適な空間づくりを目指します

社員一丸となり日々 努力しています

〔
第
五
支
部
〕

南
大
泉
一
|
四
十
七
|
九

電
話
〇
三-

五
九
三
三-

一
四
四
一

代
表
取
締
役

柏
屋
　
一
幸

株式会社 
 進和電気

確
か
に
空
調
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
必
要
な
ひ
と
つ
で
す
ね
。

先
代
と
同
様
仕
事
に
日
々
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

美
味
し
い
料
理
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

	

“
一
言
芳
恩
”	“
報
恩
謝
徳
”

　

空
調
と
は
空
気
調
和
の
略
語
で
分
か
り
や
す
く
表
す

と
エ
ア
コ
ン
、換
気
等
、“
空
気
”に
関
す
る
全
般
で
す
。

　

弊
社
の
業
務
内
容
は
家
庭
用
か
ら
店
舗
、オ
フ
ィ
ス
、

〔
第
五
支
部
〕

西
大
泉
五
|
八
|
十
二

電
話
〇
三-

三
九
二
四-

一
一
一
七

代
表
取
締
役  

田
中
　
喜
芳

田中空調 
 株式会社

最
安
値
を
謳
っ
て
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

　

練
馬
区
武
蔵
関
か
ら
始
ま
っ
た
私
の
お
店
が
日
本

全
土
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
私
も
日
本
で
唯
一
の
存
在
に
な
れ
る
よ
う

こ
れ
か
ら
も
一
歩
一
歩
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

ン
ス
家
庭
料

理
、
秩
父
の

輝
卵
な
ど
西

武
沿
線
の
食

材
を
取
り
入

れ
よ
り
美
味

し
く
、
よ
り

安
く
、よ
り

楽
し
く
過
ご

せ
る
お
店
を

作
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

私
は
岩
手
県
洋
野
町
の
出
身
で
す
。す
ご
く
静
か
な

田
舎
で
す
。小
さ
い
頃
か
ら
目
の
前
に
太
平
洋
が
あ

り
、森
、山
、遊
ぶ
と
こ
ろ
は
い
つ
も
自
然
で
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
海
に
行
き
貝
を
採
っ

た
り
、山
で
キ
ノ
コ
を
採
っ
た
り
と
周
り
に
は
食
材
が

豊
富
に
あ
り
、自
然
の
も
の
を
誰
よ
り
も
新
鮮
に
食
べ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
社
会
人
に
な
り
、和
食
を
始
め
ま
し

た
。そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
興
味
を
持
ち
、渡
仏
。日

本
へ
戻
っ
て
き
て
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
に
入
り
修
行
。

　

平
成
二
十
五
年
十
月
現
ビ
ス
ト
ロ
カ
フ
ェ
g
ava

を
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。

　

小
さ
い
頃
の
経
験
か
ら
美
味
し
い
食
材
を
使
え
ば

絶
対
美
味
し
い
も
の
が
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま

し
た
。秩
父
に
足
を
運
び
現
地
で
し
っ
か
り
お
話
を
聞

い
て
契
約
し
、業
者
さ
ん
の
倉
庫
も
全
て
自
ら
拝
見
し

に
行
っ
て
食
材
を
仕
入
れ
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
g
ava
を
作
っ
て
い
る
の
は
地
域
の
方
々

と
美
味
し
い
食
材
を
持
っ
て
き
て
頂
け
る
業
者
さ
ん

で
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
二
店
舗
目
を
オ
ー
プ
ン
致
し
ま
し
た
。

　
「
赤
羽
ワ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
」こ
ち
ら
の
お
店
は
ワ

イ
ン
が
メ
イ
ン
の
お
店
で
す
。

　

常
時
十
種
類
、飲
み
放
題
一
時
間
九
八
〇
円
で
日
本

地
域
の
中
で
…

　

当
園
は
、私
の
両
親
が
昭
和
四
十
四
年
に
上
石
神

井
で
開
園
し
、同
年
に
練
馬
区
か
ら
認
定
を
受
け
て

練
馬
区
認
定
保
育
室
と
し
て
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
子
供
を
保
育
園
に
預
け
る
方
は
少
な

く
、ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
三
、四
歳
に
な
っ
た
ら
幼
稚

園
へ
入
園
さ
せ
る
の
が
一
般
的
で
し
た
。

　

私
は
、保
育
士
資
格
を
取
得
し
短
大
を
卒
業
し
ま

し
た
が
、「
将
来
こ
の
保
育
園
で
働
く
の
で
あ
れ
ば
、そ

の
前
に
外
の
世
界
（
社
会
）を
経
験
し
た
方
が
い
い
」

と
考
え
、四
年
間
一
般

企
業
に
勤
め
た
後
、こ

の
保
育
園
に
入
り
ま
し

た
。

　

時
代
と
共
に
共
働
き

を
す
る
方
が
増
え
、保

育
園
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま

り
、と
り
わ
け
東
京
都

に
お
い
て
は
待
機
児
童

の
増
加
に
よ
り
、そ
れ

を
解
消
す
べ
く
東
京
都

が
認
証
保
育
所
制
度
を

練
馬「
武
蔵
関
」
か
ら
日
本
に
発
信　

　

	

当
店
ビ
ス
ト
ロ
カ
フ
ェ
g
ava
は
平
成
二
十
五
年

十
月
創
業
、二
年
半
程
営
業
し
て
参
り
ま
し
た
。

g
ava
は
地
域
密
着
型
の
気
軽
な
フ
レ
ン
チ
ビ
ス
ト

ロ
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。

　

五
〇
〇
円
フ
ォ
ア
グ
ラ
を
看
板
メ
ニ
ュ
ー
に
、フ
ラ

作
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
当
園

も
平
成
二
十
四
年
に
保
育
室
か
ら
認
証
保
育
所
制
度

へ
移
行
し
、場
所
も
関
町
東
へ
と
移
し
て
再
ス
タ
ー
ト

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。小
さ
な
保
育
園
で
す

が
、だ
か
ら
こ
そ
「
子
供
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
・
愛

情
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。」と
思
っ
て
い
ま
す
。子
供

に
と
っ
て
は
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
で
あ
り
、保
護

者
の
方
々
に
と
っ
て
は
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き

る
保
育
園
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。昭
和
の
時
代
か

ら
両
親
が
築
き
あ
げ
て
き
た
こ
の
理
念
を
大
切
に
し
、

そ
し
て
こ
の
保
育
園
を
さ
ら
に
よ
り
良
い
も
の
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
も
あ
り
、昨
年
に
法
人
設
立

を
し
ま
し
た
。昭
和
四
十
四
年
か
ら
地
域
の
方
々
に
助

け
ら
れ
今
ま
で
運
営
し
て
き
ま
し
た
の
で
、今
後
も
地

域
の
中
で
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
、子
供
達
・
保
護

者
の
方
々
・
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
保
育
園
作
り

を
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

地域の中に根を下ろし愛される保育園作りを

武蔵関北口徒歩 2 分のバス通り沿い

株式会社 
 グリーンフォレスト

〔
第
四
支
部
〕

関
町
東
一
|
二
十
一
|
四

電
話
〇
三-

三
九
二
八-

六
〇
六
六

代
表
取
締
役  

海
老
名 

由
里

保
育
施
設
が
不
足
し
て
い
る
現
在
貴
重
な
存
在
で
す
。

〔
第
四
支
部
〕

関
町
北
四
| 四
| 十
五

電
話
〇
三
‐
六
三
一
二
‐
八
六
一
二

代
表 大村

　
尚
輝

ビストロカフェ
 gava 
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支部・部会・委員会
活動報告

支部・部会・委員会
活動報告

　

そ
の
後
、
各
担
当
者
が

二
十
七
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
報
告
。
ま
た

二
十
八
年
度
の
事
業
計
画

案
の
報
告
が
あ
り
、
す
べ

て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

報
告
会
終
了
後
、
同
所

に
て
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
司
会
を
田
中
幹
事

に
お
願
い
し
、
坂
口
部
会

長
・
森
副
会
長
の
挨
拶
の

後
、
小
澤
（
英
）
顧
問
の
乾

杯
が
あ
り
ま
し
た
。

　

時
間
の
経
過
と
共
に
和

や
か
な
ひ
と
時
と
な
り
、

こ
れ
か
ら
の
青
年
部
会
の

事
業
計
画
や
、
仕
事
・
社

員
教
育
の
相
談
な
ど
、

色
々
な
方
々
と
の
交
流
が

出
来
ま
し
た
。

　

気
が
付
け
ば
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
経
過
し
、
閉
会
の
挨
拶
を
小
池
道
子

副
部
会
長
が
行
い
無
事
に
報
告
会
が
終
了
致
し
ま
し

た
。	

（
下
田
）

サ
ー
大
和
田	

新
（
あ
ら

た
）
様
で
、
演
題
は

　
「
伝
え
る
こ
と
の
大
切

さ
、
伝
わ
る
こ
と
の
素
晴

ら
し
さ
」

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
早

五
年
、
未
だ
に
復
興
は
途

中
な
か
ば
で
す
。
ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
早
く
し
っ
か
り

真
実
を
伝
え
る
事
の
大
切

さ
、
情
報
を
共
に
有
す
る

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
郡
山
薫
（
か
お
る
）
小
学
校
の
方
々
の

コ
ー
ラ
ス
「
花
は
咲
く
」
他
五
曲

　

第
三
部
の
懇
親
会
で
は
、
全
国
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
実
施
会
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
日
帰
り
で
大
変
で
し
た
が
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
回
開
催
地
、
鹿
児
島
大
会
で
す
。	

（
小
松
）

第
五
回
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

源
泉
部
会
で
は
、
四
月
十
三
日
（
水
）
十
五
時
よ
り

練
馬
区
立
勤
労
福
祉
会
館
会
議
室
に
お
い
て
第
五
回

源
泉
部
会
報
告
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
丸
山
部
会
長

挨
拶
の
後
、
部
会
長
が
議

長
と
な	

り
「
平
成
二
十
七

年
度
事
業
報
告
」「
平
成

二
十
七
年
度
収
支
報
告
」

「
二
十
八
年
度
事
業
計
画

報
告
」
の
順
に
滞
り
な
く

報
告
が
行
わ
れ
、
異
議
・

質
問
等
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

次
に
、
平
成
二
十
七
年

度
研
修
会
四
回
以
上
出
席

者
十
二
名
に
記
念
品
（
ク

オ
カ
ー
ド
）	

の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
と
し
て
、

練
馬
西
税
務
署
よ
り
谷
口

副
署
長
、
当
会
よ
り
髙
橋

会
長
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

閉
会
の
辞
の
後
、
全
員

で
の
写
真
撮
影
を
行
い
懇

大
勢
の
方
々
が
参
加
！

「
法
人
会
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
in
豊
島
園
」

　

今
年
で
三
回
目
。
春
の
恒
例
事
業
に
な
り
つ
つ
あ

る
「
と
し
ま
え
ん
」
で
の
、
子
供
を
対
象
と
し
た
租
税

教
育
が
四
月
十
日
（
日
）
に
、
今
年
も
快
晴
の
下
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
勢
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
多
く
の
子
供
た
ち
に

ご
参
加
頂
け
ま
し
た
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式

で
、
第
一
ブ
ー
ス
か
ら
第

三
ブ
ー
ス
の
三
ヵ
所
に
税

金
ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
て

お
り
、
ク
イ
ズ
に
回
答
し

ス
タ
ン
プ
台
紙
が
い
っ
ぱ

い
に
な
る
と
、
お
菓
子
袋
・

税
金
の
本
・
下
敷
き
・
ボ
ー

ル
ペ
ン
・
風
船
な
ど
の
景

品
が
貰
え
ま
す
。

　

練
馬
西
税
務
署
の
、
堀

内
第
一
統
括
官
・
土
田
上

席
調
査
官
が
視
察
と
激

励
・
応
援
に
駆
け
付
け
て

頂
け
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
ク
イ
ズ
を

真
剣
に
考
え
な
が
ら
、
三

択
の
解
答
ス
タ
ン
プ
を
押

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

お
家
の
方
に
「
消
費

税
っ
て
な
あ
に
？
」
と
聞

い
て
い
る
光
景
を
見
て
い

る
と
、
税
金
に
触
れ
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
練
馬
区
ア
ニ

ま
し
た
。
特
に
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
は
、

区
内
八
校
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
非
常
に
多
く
の
応

募
を
い
た
だ
け
た
こ
と
、
力
作
が
多
く
、
入
選
作
品

の
中
か
ら
は
、「
東
法
連
女
連
協
優
秀
賞
」
に
選
ば
れ

た
作
品
も
あ
り
、
大
変
嬉
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

成
果
が
あ
っ
た
一
方
で
、
多
忙
な
学
校
に
さ
ら
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
く
に
は
、
縁
故
を
頼
っ
て
お
願

い
す
る
方
法
だ
け
で
は
な
く
、
知
恵
を
出
し
て
、
学

校
、
当
会
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
企
画
に
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
来
賓
の
方
々
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
女
性
の
力
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
て
お

り
、
大
変
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
懇
談
会
で
は
お
い
し
い
お
料
理
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
皆
さ
ま
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
元
気
な
女
性
の
パ
ワ
ー
を
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。

	

（
北
垣
）

メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ね
り
丸
」
く
ん
・
法
人
会
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
「
け
ん
た
」
く
ん
も
応
援
に
来
て
く
れ
子

供
た
ち
に
大
人
気
で
し
た
。

　

一
〇
〇
〇
セ
ッ
ト
用
意
し
た
景
品
も
早
々
に
な
く

な
り
、
大
盛
況
の
下
イ
ベ
ン
ト
は
無
事
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
来
年
も
四
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。	

（
関
口
）

談
会
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
松
田
副
会
長
に
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
堀
内
第
一
統
括
官
の
乾
杯
の
ご
発
声
の
も
と
、

和
や
か
に
懇
談
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

途
中
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
～
平
成
二
十
八

年
三
月
三
十
一
日
現
在
ま
で
の
、
源
泉
部
会
新
入
会

員
五
名
の
内
、
報
告
会
に
出
席
く
だ
さ
っ
た
二
名
の

方
の
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
も
進
ん
だ
頃
、
浅
井
副
部
会
長
に
よ
る
ウ
ィ
ッ

ト
に
富
ん
だ
ク
イ
ズ
の
出
題
と
お
楽
し
み
の
景
品

に
、
会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
森
副
部
会
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
第
五
回

源
泉
部
会
報
告
会
の
懇
談
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。　

	

（
井
口
）

「
第
十
一
回　
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
福
島
大
会

に
参
加
」

　

第
十
一
回
法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
福
島

大
会
が
四
月
十
四
日（
木
）郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ

ト
ふ
く
し
ま
で
開
催
さ
れ
、
全
国
の
女
性
部
会
員
一
、

八
〇
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

練
馬
西
法
人
会
か
ら
金
山
部
会
長
、
本
橋
幹
事
、

小
松
幹
事
の
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
心
ひ
と
つ
に
、
伝

え
よ
う
、
繋
ご
う
、
創
ろ
う
、
福
島
か
ら
。」
で
、
東
日

本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
中
、
人
々
の
支

え
は
ふ
る
さ
と
の
復
興
を
新
し
い
未
来
へ
繋
ぐ
こ
と

で
あ
り
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
は
法
人
会
女

性
部
会
が
未
来
に
正
し
い
情
報
を
伝
え
、
心
を
繋
ぐ

架
け
橋
と
な
り
安
全
で
豊
か
に
暮
せ
る
勇
気
・
希
望

を
持
っ
て
い
る
福
島
県
の
人
々
を
応
援
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

第
一
部
記
念
講
演
で
の
講
師
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

女
性
部
会 

全
国
大
会

青
連
協
四
ブ
ロ
ッ
ク 

租
税
教
育

源
泉
部
会 

報
告
会

福島大会に参加した女性部の方々

「
本
年
度
も
更
な
る
活
躍
に
期
待
し
て
く
だ

さ
い
。」

　

四
月
十
五
日
（
金
）
Ｏ
Ｚ
バ
ン
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ル
に

て
、
青
年
部
会
報
告
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
練
馬
西
税
務
署
よ
り
、
堀
内
第
一

統
括
官
・
土
田
上
席
調
査
官
を
お
迎
え
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
本
部
よ
り
、
髙
橋
会
長
・
森
副
会
長
に
も
お

越
し
頂
き
ま
し
た
。

　

田
中
副
部
会
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
そ
の
後

坂
口
部
会
長
か
ら
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
を
振
り
返
り
、
皆
様
に
ご
協
力
頂
け

た
お
礼
と
、
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
事
業
へ
の
更
な
る

目
標
な
ど
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

青
年
部
会 

報
告
会 4 ブロック全員で一致団結 !!

源泉部会報告会風景青年部恒例の黄色いジャンパーで皆集合

税務署の方と当会青年部

報告会参加の皆さん坂口部会長のなごやかな挨拶

「
女
性
の
力
に
大
き
な
期
待
！
」

　

四
月
二
十
七
日
（
水
）、
練
馬
区
立
勤
労
福
祉
会
館

に
て
女
性
部
会
報
告
会
が
二
十
九
名
の
参
加
を
も
ち

ま
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
金
山
部
会
長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
、
新
役

員
着
任
か
ら
早
一
年
が
過
ぎ
た
こ
の
節
目
に
、
改
め

て
、
反
省
と
抱
負
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
二
十
八
年
度
事
業
計
画
を
報
告
い
た
し

女
性
部
会 

報
告
会

髙橋会長挨拶

報告会風景

堀内第一統括官
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姫
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
法
人
会
は
、
今

年
も
例
年
通
り
練
馬
西
間
税
会
と
の
共
催
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
影
響
で
日
程
の
変

更
も
あ
り
ま
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
大
勢
の
お

客
様
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
と
の
違
い
は
、
税

金
ク
イ
ズ
を
し
た
後
、
エ
コ
バ
ッ
ク
の
配
布
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
風
船
（
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
）
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
の
事
で
朝
か
ら
子
供
達
の
列
が
と
ぎ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
合
せ
て
模

擬
一
億
円
の
重
さ
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
子
供
達
の

み
な
ら
ず
大
人
達
か
ら
も

驚
き
の
声
が
上
っ
て
い
ま

し
た
。
今
回
、
熊
本
地
震

の
義
援
金
を
森
委
員
長
自

ら
、
汗
だ
く
に
な
り
一
人

一
人
声
を
か
け
て
お
ら

れ
、
子
供
達
の
小
さ
な
手

か
ら
の
義
援
金
含
め

四
万
二
百
八
十
五
円
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

場
所
も
照
姫
行
列
が
通

る
目
の
前
と
い
う
好
位

置
。
入
口
に
近
い
場
所
で

お
客
様
に
来
て
頂
く
に

は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い

所
で
し
た
。

　

照
姫
ま
つ
り
準
備
の

為
、
朝
七
時
か
ら
会
員
の

皆
さ
ま
に
お
集
ま
り
頂

き
、
理
事
の
皆
さ
ん
、
公

益
事
業
委
員
、
青
年
部
・

女
性
部
の
方
（
三
十
七
名
）

入
さ
れ
、
請
求
書
等
の
記
載
要
件
・
保
存
要
件
、
帳

簿
の
記
載
要
件
が
厳
格
化
さ
れ
る
件
と
そ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
興
味
深
い
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
（
案
）
三
件

に
つ
い
て
は
、
一
．
外
形
標
準
課
税
の
中
小
企
業
へ

の
不
適
用
、
二
．
消
費
税
簡
易
課
税
適
用
事
業
者
が

高
額
な
設
備
投
資
を
し
た
場
合
、
期
首
に
さ
か
の
ぼ

り
原
則
計
算
へ
の
変
更
を
認
め
る
事
。
三
．
役
員
給

与
の
損
金
不
参
入
規
定
の
見
直
し
。
に
つ
い
て
、
研

究
、
考
察
を
盛
り
込
ん
だ
熱
心
で
わ
か
り
や
す
い
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
終
了
後
、
要
望
（
案
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
と

こ
ろ
、
今
年
度
練
馬
西

法
人
会
と
し
て
は
、
上

記
三
件
を
要
望
と
し

て
東
法
連
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
最
後
に
、
加
藤
委

員
に
よ
り
閉
会
の
挨

拶
が
あ
り
、
無
事
勉
強

会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
、
よ
り
た

く
さ
ん
の
会
員
の

方
々
の
意
見
・
要
望

を
ま
と
め
ら
れ
る
よ

う
、
企
画
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。	

（
丸
山
）

親
睦
ゴ
ル
フ
会

「
二
支
部
で
親
睦
ゴ
ル
フ
会
を
開
催
」

　

役
員
会
の
中
で
、
二
支
部
内
の
役
員
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
良
く
す
る
た
め
に
、

ゴ
ル
フ
会
を
企
画
し
て
親
睦
を
深
め
た
い
と
い
う
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
支
部
役
員
を
中
心

に
そ
の
友
人
な
ど
を
誘
っ
て
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

六
月
二
日
（
木
）、
好
天
に
恵
ま
れ
て
平
成
倶
楽
部

鉢
形
コ
ー
ス
に
老
若
男
女
十
五
名
が
集
合
し
ま
し
た
。

役
員
の
知
人
や
青
年
部
の

支
部
員
も
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
で
は
、

普
段
見
ら
れ
な
い
表
情
や

発
見
も
あ
り
、
楽
し
い
ゴ

ル
フ
が
で
き
ま
し
た
。
プ

レ
イ
終
了
後
の
反
省
会
で

は
自
己
紹
介
な
ど
を
行

い
、
散
会
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い

て
、
第
二
回
を
こ
の
秋
に

企
画
し
よ
う
か
な
と
思
い

ま
す
。	

	

（
本
橋
）

の
協
力
で
、
法
人
会
の
力
を
感
じ
た
一
日
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
練
馬
西
税
務
署
の
谷
口
副
署
長
を
始

め
と
し
て
、
大
勢
の
幹
部
の
皆
様
に
は
休
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
来
て
頂
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

　

ご
苦
労
さ
ん
会
を
東
大
泉
の
「
わ
ら
べ
」
で
行
い
、

練
馬
西
法
人
会
、
練
馬
西
間
税
会
の
仲
の
良
さ
、
そ

し
て
和
を
感
じ
た
大
変
す
ば
ら
し
い
日
に
な
り
ま
し

た
。
お
手
伝
い
し
て
頂
い
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

	

（
町
田	

光
）

営
の
手
伝
い
に
行
き
、
練

馬
東
法
人
会
の
青
年
部
会

と
合
同
で
う
ち
わ
の
提
供

も
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会
は

東
京
青
年
会
議
所
の
主
催

で
す
が
、
そ
の
手
伝
い
に

は
当
部
会
の
ほ
か
に
も
地

元
の
大
学
生
、
幼
稚
園
の

先
生
た
ち
、
極
真
空
手
の

団
体
や
自
衛
隊
の
方
々
な

ど
な
ど
多
方
面
か
ら
の
支

援
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て

い
る
行
事
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
出
番
直
前
の

子
供
た
ち
に
簡
易
ま
わ
し

を
つ
け
て
あ
げ
て
土
俵
に

送
り
出
す
役
目
で
し
た

が
、
彼
ら
の
緊
張
感
が
本

当
に
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
が
む
し
ゃ
ら
に
ぶ

つ
か
っ
て
い
く
子
や
、
作

戦
が
う
ま
く
い
か
ず
何
も

で
き
ず
に
負
け
て
し
ま
う

子
。
全
員
が
真
剣
勝
負
を

し
て
い
ま
し
た
。
勝
っ
て

喜
び
負
け
て
悔
し
が
り
、
真
剣
な
勝
負
を
ま
さ
に
目

の
前
で
観
戦
さ
せ
て
も
ら
い
、
楽
し
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
同
時
に
、
そ
う
い
う
経
験
が
で
き
る
子
た
ち

が
と
て
も
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
も
是
非
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。	

（
高
橋
）

「
照
姫
ま
つ
り
に
参
加
し
て
」

　

五
月
二
十
九
日
（
日
）
石
神
井
公
園
に
お
い
て
照

公
益
事
業
委
員
会
　
照
姫
ま
つ
り

税
制
税
務
委
員
会
　
税
制
改
正
要
望
勉
強
会

「
ま
さ
に
ガ
チ
ン
コ
勝
負
!!
」

　

五
月
十
五
日（
日
）
光
が
丘
体
育
館
で
第
四
十
回
わ

ん
ぱ
く
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
青
年
部
会
か
ら
は
部
会
長
の
坂
口
以
下
、
小
池
、

高
橋
、
小
松
、
田
中
喜
芳
、
関
口
の
メ
ン
バ
ー
で
運

青
年
部
会
　
わ
ん
ぱ
く
相
撲
練
馬
区
大
会

「
平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
要
望
に
関
す
る

勉
強
会
」

　

五
月
十
三
日
（
金
）
平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
要

望
に
関
す
る
勉
強
会
が
、
法
人
会
事
務
局
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
松
浦
委
員
の
司
会
で
、
丸
山
税
制
税
務
委

員
長
の
挨
拶
に
続
き
、
練
馬
西
税
務
署
よ
り
堀
内
第

一
統
括
官
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
東
京
税
関
業
務
部
総
括
原
産
地
調

査
官
、
渡
部
保
寿
様
よ
り
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
経
済
連
携
協
定
の

主
な
内
容
」
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
め
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
Ｅ
Ｐ

Ａ
の
概
念
、
関
税
率
の
説

明
が
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

交
渉
の
経
緯
、
協
定
の
意

義
、
概
要
、
効
果
の
話
が

あ
り
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成

長
戦
略
の
切
り
札
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

講
演
で
よ
り
理
解
が
深
ま

り
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
東
京
税

理
士
会
練
馬
西
支
部
、
税

理
士
川
名
亘
司
様
よ
り
、

「
平
成
二
十
九
年
度
税
制

改
正
に
関
す
る
要
望
に
つ

い
て
」
の
演
題
で
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初

め
に
、
平
成
二
十
八
年
度

消
費
税
の
改
正
に
つ
い

て
、
軽
減
税
率
制
度
に
よ

り
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導

「
嬉
し
い
気
持
ち
と
優
し
い
気
持
ち
」

　

六
月
十
一
日
（
土
）
駅
前
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
の
駅
前
清
掃
は
、
四
ヶ
所
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
大
泉
学
園
駅
、
石
神
井
公
園
駅
、
上
石
神

井
駅
、
武
蔵
関
駅
の
四
ヶ
所
で
す
。
今
回
の
参
加
人

上石神井駅前清掃の参加者

石神井公園駅前清掃の参加者

大泉学園駅前清掃の参加者

武蔵関駅前清掃の参加者

川名亘司税理士模擬１億円の重さ体験

当会青年部会のメンバー

勉強会風景税務署の皆様とお手伝い頂いた皆様

これから熱い対戦が開始！！

税制改正の要望書の発表する
丸山税制委員長

TPP 経済連携協定の主な内容
講師　渡部保寿氏

初の試みでゴルフ会開催

公
益
事
業
委
員
会
　
駅
前
清
掃
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税
理
士
会
ニ
ュ
ー
ス

　

今
回
は
、
消
費
税
法
改
正
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
す
で
に
皆
様
も
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
の
税
率
が
八
％
か
ら
十
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
、
こ

の
税
率
引
上
げ
と
同
時
に
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
二
年
半
延
期
の
平
成

三
十
一
年
十
月
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
現
行
の
請
求
書
等
保
存
方
式
か

ら
、
区
分
記
載
請
求
書
等
保
存
方
式
、
さ
ら
に
四
年
後

に
は
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）

へ
変
わ
り
ま
す
。

　

区
分
記
載
請
求
書
保
存
方
式
と
は
、
売
り
手
が
発

行
す
る
請
求
書
等
の
記
載
事
項
に
、
現
行
の
記
載
す

べ
き
事
項
に
加
え
、

①
軽
減
税
率
の
対
象
品
目
で
あ
る
旨

②
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
合
計
し
た
対
価
の
額（
税
込
み
）

が
追
加
さ
れ
ま
す
。
買
い
手
は
、
区
分
記
載
請
求
書

の
保
存
が
仕
入
税
額
控
除
の
要
件
と
な
り
ま
す
。

　

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
は
、
区
分
記
載
請
求
書

の
記
載
す
べ
き
事
項
に
、

①
登
録
番
号

②
税
抜
価
額
又
は
税
込
価
額
を
税
率
ご
と
に
区
分
し

て
合
計
し
た
金
額
及
び
適
用
税
率

③
税
率
ご
と
に
区
分
し
て
合
計
し
た
消
費
税
額
等

　
（
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
額
の
合
計
額
）

が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

買
い
手
は
、
適
格
請
求
書
等
の
保
存
が
仕
入
税
額
控

除
の
要
件
と
な
り
ま
す
。
た
だ
免
税
事
業
者
は
適
格

請
求
書
等
を
交
付
で
き
な
い
た
め
、
免
税
事
業
者
か
ら

の
仕
入
れ
は
、
一
定
期
間
は
仕
入
税
額
相
当
額
の
一
定

割
合（
段
階
的
に
導
入
後
三
年
間
は
八
十
％
そ
の
の
ち

三
年
間
は
五
十
％
）を
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
将
来
的
に

は
仕
入
税
額
控
除
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

渡辺浩章 広報部長

練
馬
都
税
事
務
所
長

西
沢　

潤

　

盛
夏
の
候
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

髙
橋
会
長
は
じ
め
公
益
社
団
法
人
練
馬
西

法
人
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
、
税
務
行

政
に
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

ま
た
、
先
日
は
、
通
常
総
会
が
滞
り
な
く

開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
総
会
、
懇
親
会
と
、
来
賓
と

し
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、都
税
に
お
き
ま
し
て
は
、本
年
度
も
、

地
方
税
電
子
申
告
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
普
及
に
力

を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
練

馬
西
管
内
で
は
、
昨
年
度
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

の
利
用
率
が
五
十
五
％
を
超
え
る
な
ど
、
近

隣
の
自
治
体
と
比
べ
ま
し
て
も
、
か
な
り
高

い
数
値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ

り
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

今
後
と
も
、
よ
り
多
く
の
方
に
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
改
め
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
よ
り
対
象
税
目
を
大
幅
に

拡
大
し
た「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
」や
、「
口

座
振
替
」
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
も
、
利
用
率
が

着
実
に
向
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
一
層
の
ご
活
用
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
都
内
区
市
町
村
で
は
、
来
年
度
、
個

人
住
民
税
に
係
る
特
別
徴
収
義
務
者
の
一
斉

指
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

東
京
都
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
特
別
徴
収
制
度

の
更
な
る
利
用
促
進
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
に
、
力
を

入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
現
場
の
最
前
線

で
あ
る
都
税
事
務
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今

後
と
も
、
納
税
者
の
皆
様
の
信
頼
を
得
な
が

ら
、
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
徴
収
に
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、貴
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
事
業
の
ご
繁
栄
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
◆
◆		

ご
挨
拶		

◆
◆
◆

数
は
、
大
泉
学
園
駅
三
十
八
名
、
石
神
井
公
園
駅
十
八

名
、
上
石
神
井
駅
二
十
名
、
武
蔵
関
駅
二
十
四
名
と
、

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
暑
い
中
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
石
神
井
公
園
駅
に
し
か
参
加
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
る
と
、
通
り
す

が
り
の
方
か
ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
い
て
、
と
て
も
嬉
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
参

加
し
て
、
街
の
人
み
ん
な
が
優
し
い
気
持
ち
に
な
れ

る
よ
う
に
街
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
一
緒
に
駅
前
清
掃
し
ま
せ
ん
か
？

	

（
茅
吹
）

で
登
っ
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
残
念
な
事
に
施
錠
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
散
策
と
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

楽
し
み
の
昼
食
は
三
崎
港
の
立
花
本
館
で
の
マ
グ
ロ

三
昧
の
お
料
理
で
し
た
。
お
店
の
ご
主
人
の「
マ
グ
ロ
一

匹
全
部
食
せ
る
」
こ
と
の
話
し
が
あ
り
、
テ
ー
ブ
ル
に

は
マ
グ
ロ
の
解
体
図
の
説
明
書
も
あ
り
各
々
マ
グ
ロ
の

勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
料
理
の
中
で
は
、

や
は
り
刺
身
が
肉
厚
で
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

　

食
事
後
は
、
三
々
五
々
女
性
部
ら
し
く
お
し
ゃ
べ
り

に
花
が
咲
き
、
食
事
処
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
さ
れ
る
方
、

お
店
の
真
向
か
い
の「
ゆ
ら
り
」
で
お
土
産
の
品
定
め
を

す
る
方
な
ど
思
い
思
い
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
皆
様
夢

中
に
な
り
、
早
々
に
ビ
ン
ゴ
に
な
っ
た
方
、
な
か
な
か

ビ
ン
ゴ
に
な
ら
な
い
方
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

帰
り
道
、
事
故
も
な
く
、
羽
田
線
の
高
速
道
で
時
間

が
短
縮
に
な
り
予
定
よ
り
早
く
に
、
大
泉
学
園
町
・
各

配
車
場
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
本
部
会
長
並
び
に
担
当
副
会
長
、
一
日
お

付
き
合
い
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

又
、
女
性
部
会
員
の
皆
様
に
も
大
勢
ご
参
加
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。	

（
本
橋
）

「
三
浦
半
島
で
ま
ぐ
ろ
三
昧
」

　

六
月
二
十
二
日（
水
）「
三
浦
半
島
・
城
ヶ
島
と
マ
グ
ロ

づ
く
し
」の
バ
ス
研
修
旅
行
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
当
日

は
曇
り
空
で
一
時
薄
日
が
差

す
天
候
で
し
た
が
、
髙
橋
会

長
・
荒
井
担
当
副
会
長
の
黒

二
点
を
交
え
参
加
者
四
十
二

名
で
関
町
～
大
泉
を
出
発
。

外
環
・
首
都
高
・
横
浜
・
大
黒

Ｐ
Ａ
で
休
憩
の
の
ち
、
税
金

ク
イ
ズ
で
頭
の
体
操
、
謎
解

き
を
し
な
が
ら
楽
し
く
勉
強
。

　

城
ヶ
島
見
学
で
は
灯
台
ま

源
泉
部
会
　
開
講
式
・
第
一
回
研
修
会

女
性
部
会 

バ
ス
研
修
旅
行

「
平
成
二
十
八
年
度
源
泉
所
得
税
の
改
正
の

あ
ら
ま
し
」

　

源
泉
部
会
で
は
、
平
成
二
十
八
年
度
の
ス
タ
ー
ト

と
し
て
、
六
月
十
六
日
（
木
）
十
四
時
よ
り
、
練
馬
西

税
務
署
会
議
室
に
お
い
て
、
開
講
式
並
び
に
第
一
回

研
修
会
を
参
加
者
十
八
名
で
行
い
ま
し
た
。
丸
山
部

会
長
、
本
部
よ
り
担
当
の
松
田
副
会
長
、
練
馬
西
税
務

署
の
堀
内
第
一
統
括
官
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

第
一
回
研
修
会
の
演
題
は
、
①
「
平
成
二
十
八
年
度

源
泉
所
得
税
の
改
正
の
あ
ら
ま
し
」
②
「
給
与
に
関
す

る
源
泉
徴
収
（
毎
月
の
源
泉
徴
収
）
」
の
二
本
立
て
で

す
。
講
師
は
、
花
房
源
泉
担
当
上
席
で
す
。

　

二
十
八
年
度
の
改
正
の
一
つ
と
し
て
、
通
勤
交
通

費
の
非
課
税
限
度
額
が
、
十
万
円
か
ら
十
五
万
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
事
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
改
正

は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
支
払
わ
れ
る
べ

き
通
勤
手
当
か
ら
適
用
さ
れ
る
た
め
、
す
で
に
課
税

し
て
し
ま
っ
た
部
分
は
、
年
末
調
整
で
精
算
す
る
事

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
下
さ
い
。

　

花
房
上
席
に
は
、
昨
年

度
か
ら
、「
源
泉
所
得
税

の
基
礎
」
を
講
義
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回

も
、
用
語
や
源
泉
徴
収
の

仕
組
み
、
税
額
表
の
見
方

な
ど
、
経
理
初
心
者
に
も

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

本
年
も
、
源
泉
部
会
で
は
、
合
計
五
回
の
税
務
研
修

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
次
回
は
、
八
月
二
十
六
日（
金
）

税
制
委
員
会
と
の
合
同
で
、
毎
回
好
評
の「
相
続
」に
つ

い
て
の
研
修
で
す
。
ま
た
、
十
月
二
十
七
日（
木
）の
野

外
研
修
で
は
、「
横
浜
税
関
と
横
浜
散
策
・
三
溪
園
」を

計
画
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
下
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。	

（
赤
木
）

城ヶ島灯台にて集合写真
源泉部会花房上席のわかりやすい解説

危
険
外
来
植
物 

「
ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
」

駆
除
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
願
い

　

ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
花
を
咲
か

せ
る
外
来
植
物
で
す
。
根
と
葉
か
ら
は
周
辺
の
植

物
の
育
成
を
強
く
阻
害
す
る
成
分
が
生
み
出
さ
れ
、

生
態
系
を
破
壊
し
ま
す
。

●
駆
除
の
ポ
イ
ン
ト

　

梅
雨
ご
ろ
非
常
に
小
さ
な

種
子
が
大
量
に
で
き
ま
す
。

種
子
は
白
い
未
熟
な
状
態
で

も
繁
殖
力
が
あ
る
た
め
注
意

が
必
要
で
す
。

　

放
置
せ
ず
、
ご
み
袋
に
入

れ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。
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お知らせ

◆◆◆			行 事 案 内 	◆◆◆

◎
税
務
合
同
研
修
会
の
ご
案
内

開
催
日　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
七
日（
月
）

参
加
費
用　

無
料	

場　

所　

大
泉
学
園
ゆ
め
り
あ
ホ
ー
ル	

講　

師　

高
橋	

克
彰	

氏																												

※
な
お
、詳
細
は
同
封
の	

　
「
案
内
・
申
込
書
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
駅
前
清
掃

開
催
日	

平
成
二
十
八
年
九
月
十
日（
土
）

場　

所	

大
泉
学
園
駅
南
口

	

石
神
井
公
園
駅
北
口

	

上
石
神
井
駅
北
口

	

武
蔵
関
駅
南
口	

時　

間	

午
前
八
時
か
ら
午
前
九
時																												

※
雨
天
の
場
合
九
月
十
七
日（
土
）で
す
。

◎
初
級
簿
記
研
修
会

開
催
日	

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
三
日（
火
）か
ら

	

十
一
月
十
五
日（
火
）ま
で
毎
週
火
曜
日		

	

（
全
十
三
回
）

場　

所	

練
馬
西
法
人
会	

会
議
室	

時　

間	

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時

講　

師	
今
野	

不
二
人	

氏		

参
加
費
用	
九
、〇
〇
〇
円	

◎
ゴ
ル
フ
同
好
会 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

　

開
催
の
ご
案
内

開
催
日	

平
成
二
十
八
年
十
月
七
日（
金
）

場　

所	

美
里
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

※
な
お
、詳
細
は
同
封
の	「
案
内
・
申
込
書
」を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
事
務
局
夏
季
休
暇

　

平
成
二
十
八
年
八
月
十
一
日（
祝
木
）〜
八
月
十
六
日（
火
）

●
ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
に
つ
い
て

　

本
年
も
十
月
末
日
ま
で
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
い
た
し
ま	

　

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
事
務
局
職
員
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

新
入
パ
ー
ト
職
員
と
し
て
、
五

月
二
十
日
よ
り
森	

聡
子
が
就
業
し

て
お
り
ま
す
。
ご
指
導
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◯
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
決
算
法
人
説
明
会

　

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
九
日
（
月
）

　

平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
七
日
（
火
）

　

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
六
日
（
水
）

　

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

　

場
所
：
練
馬
西
税
務
署
二
階
大
会
議
室

●
新
設
法
人
説
明
会

　

平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日
（
水
）

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
一
日
（
月
）

　

時
間
：
午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

　

場
所
：（
公
社
）
練
馬
西
法
人
会
事
務
局

平
成
二
十
八
年
度 

決
算
法
人
説
明
会

及
び
新
設
法
人
説
明
会

1980年生まれ。
美容研究家。
防衛大学校卒業後、海上
自衛隊に任官。
25歳で退官してスパ・
セラピスト育成校に入
校。卒業後はデイスパ、
高級会員制ホテルでの
セラピストとして、また
リゾートホテルでのス
パの立上げをし、スパマ
ネージャーとして従事。
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編
集
後
記

　　

今
年
は
春
の
訪
れ
が
早
く
お
花
見
が「
葉
桜
か
ー
」
な
ん
て
見

上
げ
て
い
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　

又
、
九
州
地
区
で
は
大
き
な
地
震
災
害
に
よ
り
、
悲
し
み
と
失

望
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
元
気
を
出
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

五
月
二
十
九
日	

照
姫
ま
つ
り
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
法
人
会
の

ブ
ー
ス
も
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
の
位
置
が
少
し
移
動

し
、
税
金
ク
イ
ズ
の
景
品（
子
供
た
ち
へ
の
お
土
産
）
も
初
の
試

み
で「
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
」を
差
し
上
げ
ま
し
た
。
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
九
州
地
区
の
災
害
義
援
金
箱
を
設
置
し
四
万
円
以
上

集
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
小
さ
な
お
子
様
が
腕
を
伸
ば
し
て
箱
に
入
れ
る
姿
に
感
動
を

覚
え
ま
し
た
。
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
早
朝
よ
り
丸
一
日

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
も
委
員
長
を
先
頭
に
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
意
見
、
ご
要
望
、
ご
感
想
等
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
委
員　

湯
本	

春
枝 森　聡子


